
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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﹁
国
難
﹂は
、突
破
な
ど　

さ
れ
て
は
い
な
い
！

「
北
朝
鮮
の
脅
威
」
を
口
実
に
、

「
国
難
突
破
解
散
」
を
演
出
し
た

安
倍
政
権
は
、
第
四
八
回
衆
議
院

選
挙
で
改
憲
右
翼
勢
力
の
「
希
望

の
党
」
の
誕
生
と
民
進
党
の
分
裂

劇
に
よ
る
「
漁
夫
の
利
を
得
て
」、

改
憲
発
議
に
必
要
な
議
席
数
三
分

の
二
を
自
公
で
確
保
し
た
。
い
や

こ
の
結
果
は
、「
漁
夫
の
利
」
と

い
う
よ
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
強

引
な
「
三
極
構
造
」
の
で
っ
ち
あ

げ
が
作
り
上
げ
た
の
だ
、
と
捉
え

る
の
が
よ
り
正
確
だ
ろ
う
。

詳
し
い
選
挙
分
析
は
次
号
に
譲
る

と
し
て
、
結
果
は
ほ
ぼ
マ
ス
コ
ミ

の
読
み
ど
お
り
と
な
っ
た
。
自
民

党
は
「
も
り
・
か
け
事
件
」
に
口

を
つ
ぐ
み
、
前
回
同
様
二
八
四
議

席
を
獲
得
「
圧
勝
」
し
た
。
希

望
、
公
明
、
維
新
が
伸
び
悩
み
、

共
産
は
半
減
し
た
が
立
憲
民
主
が

躍
進
し
、
社
民
党
は
二
議
席
維
持

に
と
ど
ま
っ
た
。

し
か
し
こ
の
選
挙
結
果
は
、
決
し

て
、「
正
規
雇
用
の
有
効
求
人
倍

率
一
倍
の
状
況
を
日
本
で
初
め
て

達
成
で
き
た
」「
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
過
去
最
高
だ
」「
今

世
紀
で
最
も
高
い
水
準
の
賃
上
げ

が
続
い
て
い
る
」（
衆
院
選
最
後

の
、
安
倍
の
秋
葉
原
で
の
演
説
）

な
ど
と
い
っ
た
安
倍
の
ま
や
か
し

演
説
と
「
国
難
突
破
」
路
線
が
支

持
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
。
そ
れ

は
、
戦
後
二
番
目
に
低
い
五
三
・

六
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
投
票
率

（
実
に
約
二
人
に
一
人
が
選
挙
に

参
加
し
て
い
な
い
の
だ
）
や

「（
自
民
党
の
）
全
有
権
者
に
占
め

る
小
選
挙
区
の
得
票
数
の
割
合
を

示
す
『
絶
対
得
票
率
』
は
25
・
２

％
と
な
り
、
惨
敗
し
て
政
権
か
ら

転
落
し
た
２
０
０
９
年
衆
院
選
か

ら
４
回
連
続
で
横
ば
い
だ
っ
た
」

（『
毎
日
新
聞
』
十
月
二
十
四
日
朝

刊
）
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
は
日

本
人
民
の
意
識
状
況
が
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。

歴
史
認
識
と
大
衆
闘
争
、

そ
し
て
リ
ー
ダ
ー

し
か
し
、
沖
縄
だ
け
は
、
今
回
も

四
小
選
挙
区
中
三
選
挙
区
で
辺
野

古
・
高
江
へ
の
新
基
地
建
設
に
反

対
し
翁
長
知
事
を
支
持
す
る
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
の
候
補
が
勝
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
選
挙
結
果

か
ら
何
を
教
訓
化
す
べ
き
か
。

そ
の
一
つ
は
、
人
民
の
た
た
か
い

は
選
挙
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
沖
縄
で
は
第
二
次
大
戦
の

惨
劇
を
心
に
刻
み
、
戦
争
の
否
定

が
教
育
と
大
衆
運
動
、
そ
し
て
報

道
を
通
じ
て
常
に
問
題
に
さ
れ
、

そ
の
継
承
の
た
め
努
力
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
を
ま
と
め
あ
げ

る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
と
、
県
民
の

間
に
個
の
尊
重
と
同
時
に
団
結
の

思
想
が
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、「
自
分
た
ち

の
未
来
は
自
分
た
ち
が
切
り
拓

く
」、
と
い
う
強
い
決
意
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
本
土
の
労
働
者
が
学
ぶ

べ
き
は
こ
の
思
想
と
実
践
だ
。
そ

し
て
そ
れ
が
選
挙
の
結
果
と
し
て

あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は

決
し
て
選
挙
至
上
主
義
で
は
な

い
。

衆
院
選
の
結
果
を
受
け
て
の
「
野

党
」
再
編
は
必
至
だ
ろ
う
し
、
改

憲
阻
止
を
中
心
と
し
た
日
本
の
労

働
者
階
級
人
民
の
た
た
か
い
は
、

量
的
に
も
、
時
間
的
に
も
、
い
っ

そ
う
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

た
と
い
え
る
。
安
倍
政
権
と
日
米

独
占
資
本
と
た
た
か
う
労
働
者
階

級
人
民
の
た
た
か
う
陣
形
の
強

化
・
再
構
築
は
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
れ
は
ま
さ
に
い
ま
、
緊
急
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
い
か
に
回
り
道
に
見
え
よ
う

と
も
労
働
者
階
級
の
た
た
か
い
の

原
点
、
労
働
組
合
運
動
の
強
化
・

再
建
が
必
要
だ
。

い
ま
、
安
倍
政
権
が
、
核
・
ロ
ケ

ッ
ト
・
拉
致
問
題
を
使
っ
て
朝
鮮

を
「
な
ら
ず
者
国
家
」
と
し
て
罵

倒
・
馬
鹿
に
し
、
そ
う
し
た
と
ら

え
方
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
連
日

ま
き
散
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
空
気
の

よ
う
に
日
本
の
労
働
者
・
人
民
の

意
識
の
な
か
に
吸
い
込
ま
れ
て
い

る
。
安
倍
た
ち
は
「
米
国
と
朝
鮮

の
戦
争
に
な
れ
ば
日
本
が
米
側
の

同
盟
者
と
し
て
参
戦
す
べ
き
だ
、

そ
れ
が
日
本
の
『
国
益
』
に
つ
な

が
る
」
と
戦
争
政
策
を
煽
り
に
あ

お
っ
て
い
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
支
配

階
級
は
、
こ
の
宣
伝
を
通
じ
て
、

人
民
の
間
に
「
日
本
第
一
主
義
」

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
植
え
付

け
、
資
本
主
義
の
生
み
出
す
矛
盾

と
危
機
か
ら
人
民
の
目
を
そ
ら
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

安
倍
の
言
っ
た
の
と
は
ま
っ
た
く

違
う
意
味
で
、
い
ま
ま
さ
に
支
配

層
は
「
国
難
」
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
長
期
に
わ
た
る
極
度
の
搾
取

と
社
会
保
障
切
り
捨
て
が
招
い
た

少
子
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
。

『
日
経
新
聞
』
十
月
二
十
二
日
付

は
、「
日
本
の
海
外
資
産
初
の
一

〇
〇
〇
兆
円
に
―
―
企
業
・
個

人
、
成
長
取
り
込
む
」
の
見
出
し

の
も
と
、
大
金
持
ち
が
い
か
に
儲

け
て
い
る
か
を
臆
面
も
な
く
書
い

て
い
る
。

「
好
循
環
？
」
の
資
本
が
国
内
に

投
資
さ
れ
ず
海
外
に
流
出
す
る
ほ

か
な
い
様
は
、
帝
国
主
義
そ
の
も

の
だ
。

安
倍
と
ト
ラ
ン
プ
の
蜜
月
が
日
本

政
府
・
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
演
出

さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
市
場
開
放
、
資
本
の
自
由
化
に

た
い
す
る
ト
ラ
ン
プ
の
圧
力
は
相

当
な
も
の
が
あ
る
。
日
本
の
労
働

者
人
民
は
、
日
米
支
配
層
に
牛
耳

ら
れ
押
し
黙
ら
さ
れ
た
ま
ま
「
地

獄
へ
の
道
」
を
歩
み
つ
づ
け
て
は

な
ら
な
い
。

一
〇
〇
年
前
の
ロ
シ
ア

労
働
者
の
闘
い
に
学
ぶ

今
年
十
一
月
七
日
は
、
ロ
シ
ア
十

月
社
会
主
義
革
命
か
ら
一
〇
〇
年

を
迎
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
日

を
記
念
し
集
会
を
ひ
ら
く
。
日
本

社
会
の
変
革
を
構
想
す
る
う
え

で
、
い
ま
現
在
、
一
九
〇
五
年
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
始
ま
る
ロ
シ
ア
十

月
社
会
主
義
革
命
の
世
界
史
的
意

義
か
ら
学
ぶ
意
味
は
大
き
い
。
ロ

シ
ア
の
労
働
者
た
ち
は
以
下
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
一
二
年
後

の
十
月
に
革
命
を
成
し
遂
げ
た
。

「
一
九
〇
五
年
一
月

首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
労
働
者
の

ゼ
ネ
ス
ト
要
求

八
時
間
労
働
を
！

時
間
外
労
働
の
廃
止
！

時
間
外
賃
金
は
二
倍
！

疾
病
時
の
賃
金
半
額
保
障
！

医
療
費
の
工
場
負
担
を
！

だ
れ
で
も
最
低
賃
金
一
日
一
〇
〇

コ
ペ
イ
カ

婦
人
労
働
者
は
一
日
最
低
七
〇
コ

ペ
イ
カ
を

遅
刻
の
罰
金
廃
止
！

労
働
者
代
表
と
協
議
し
て
賃
金
を

設
定
せ
よ
！

ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
に
報
復
を
す

る
な
！
」

「
原
則
こ
そ
が
、
新
し
い
。」

一
人
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
が
ロ

シ
ア
十
月
社
会
主
義
革
命
一
〇
〇

周
年
記
念
集
会
へ
参
加
さ
れ
る
よ

う
、
強
く
訴
え
る
！�【
広
野
省
三
】

︿
政
治
﹀　ル
ポ
「
核
の
傘
と
平
和
を
考
え
る
10
・
５
労
働
者
集
会
」
開
く  

 

２
面

︿
労
働
﹀
「
北
朝
鮮
脅
威
」
報
道
の
ウ
ソ
を
暴
く
『
珍
科
学
対
話
』（
管
徹
）  

 

３
面

︿
政
治
﹀
原
子
力
規
制
委
員
会
の
五
年
間
（
山
崎
久
隆
）  

 

４
面

︿
経
済
﹀
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
に
つ
い
て （
小
野
利
明
）  

 

５
面

︿
国
際
﹀
連
帯
の
集
い
〝
私
た
ち
は
皆
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
〟
開
催
（
沖
江
和
博
）  

 

６
面

︿
文
化
﹀
オ
ッ
ト
ー
‐
デ
ィ
ッ
ク
ス
紀
行
（
立
野
正
裕
）  �

  

７
面

おもな内容

労
働
者
の
未
来
は
労
働
者
自
身
が
切
り
拓
く

反
動
の
流
れ
に
抗
し
、社
会
主
義
の
旗
を
掲
げ
よ
う
！


